
東濃中部病院事務組合　（仮称）公立東濃中部医療センター　基本設計書概要版

令和５年 ５月



①　患者さんの人権を尊重し良質で安心安全な医療を提供します
②　地域社会から信頼される医療を行います
③　医療の発展に貢献できる病院を目指します

①　救急医療拠点としての病院づくり
②　地域中核病院としての病院づくり
③　災害対策の行き届いた病院づくり

④　安心・安全の病院づくり
⑤　環境に優しい病院づくり
⑥　職員の働きやすい病院づくり

地域住民の「頼りがいのある病院」を目指します

　新病院の基本方針 　基本設計における６つのコンセプト



▷ ▷ 屋上にヘリポートを整備し、診療エリアに直結する救急専用エレベーターを整備屋上にヘリポートを整備し、診療エリアに直結する救急専用エレベーターを整備

▷ 救急医療センターと放射線部門の隣接配置による連携強化▷ 救急医療センターと放射線部門の隣接配置による連携強化

▷ 年間5,000件の救急患者の受入に対応できる、処置室（４室）を整備▷ 年間5,000件の救急患者の受入に対応できる、処置室（４室）を整備

▷ がん患者や救急患者の受入増加に対応できる手術室（７室）を整備▷ がん患者や救急患者の受入増加に対応できる手術室（７室）を整備

▷ ハイブリッド手術室や手術支援ロボット対応室を整備▷ ハイブリッド手術室や手術支援ロボット対応室を整備

▷ 手術の迅速化に対応できる検査室、中央材料室を隣接配置▷ 手術の迅速化に対応できる検査室、中央材料室を隣接配置

▷ 緩和ケア病棟（２０床）を整備▷ 緩和ケア病棟（２０床）を整備

▷ がん相談やがんサロンの充実と化学療法室（１４床）を整備▷ がん相談やがんサロンの充実と化学療法室（１４床）を整備

▷ 専門性の向上を可能とする、診療科の枠を超えた臓器別・疾患別の診療▷ 専門性の向上を可能とする、診療科の枠を超えた臓器別・疾患別の診療

▷ 脳卒中センター、消化器病センター、呼吸器病センター、リハビリテーション▷ 脳卒中センター、消化器病センター、呼吸器病センター、リハビリテーション
センター等を整備センター等を整備

▷ ロボット搬送に対応可能な設備を整備▷ ロボット搬送に対応可能な設備を整備

▷ 他の部門と完全に独立した感染外来を整備▷ 他の部門と完全に独立した感染外来を整備

▷ 感染症病棟を６階に設け、診療エリアに直結する感染用エレベーターを整備▷ 感染症病棟を６階に設け、診療エリアに直結する感染用エレベーターを整備

▷ ２回線受電とした電力▷ ２回線受電とした電力

▷ ▷ ライフラインの途絶時に３日間の病院機能を維持できる施設設備を整備ライフラインの途絶時に３日間の病院機能を維持できる施設設備を整備

▷ 地震に対する安全性の高い配管で上水・ガスを受給▷ 地震に対する安全性の高い配管で上水・ガスを受給

▷ 医薬品や食料等の非常用物資の備蓄倉庫を整備▷ 医薬品や食料等の非常用物資の備蓄倉庫を整備

▷ 車椅子使用者用駐車場から主玄関まで、安全な動線を確保する玄関キャノピーを▷ 車椅子使用者用駐車場から主玄関まで、安全な動線を確保する玄関キャノピーを
整備整備

▷ 病室は個室を主体とし、1床当たり8㎡以上の面積を確保▷ 病室は個室を主体とし、1床当たり8㎡以上の面積を確保

▷ スタッフステーションの側に重症観察室を配置▷ スタッフステーションの側に重症観察室を配置

▷ 個室を主体とし母子同室化できる産科病棟▷ 個室を主体とし母子同室化できる産科病棟

▷ 患者用と病院関係者用エレベーターを整備▷ 患者用と病院関係者用エレベーターを整備

▷ ユニバーサルデザインに配慮したサインの形状、書体、色彩▷ ユニバーサルデザインに配慮したサインの形状、書体、色彩

▷ 個人情報保護や防犯等のため、段階的なセキュリティレベル（ゾーン分け）を設定▷ 個人情報保護や防犯等のため、段階的なセキュリティレベル（ゾーン分け）を設定

▷ 安全性、利便性に配慮し、カードリーダーを一部採用▷ 安全性、利便性に配慮し、カードリーダーを一部採用

▷ ▷ 昼光センサーや人感センサーによる照明制御、LED照明を採用昼光センサーや人感センサーによる照明制御、LED照明を採用

▷ 空調機器や換気機器等は高効率機器を採用▷ 空調機器や換気機器等は高効率機器を採用

▷ リサイクル性に優れた資材を活用▷ リサイクル性に優れた資材を活用

▷ 医療スタッフ用仮眠室及び院内保育所を整備▷ 医療スタッフ用仮眠室及び院内保育所を整備

▷ 女性ラウンジ、女性用パウダールームを整備▷ 女性ラウンジ、女性用パウダールームを整備

▷ ▷ 薬剤・栄養・物品管理等のサービス・供給部門を近接配置薬剤・栄養・物品管理等のサービス・供給部門を近接配置

▷ 物流機能のある２階にサービスヤードを配置▷ 物流機能のある２階にサービスヤードを配置

▷ スタッフの交流、食事や休憩用スペース「スタッフラウンジ」を配置▷ スタッフの交流、食事や休憩用スペース「スタッフラウンジ」を配置

▷ 病棟中央部にスタッフゾーンを集約配置▷ 病棟中央部にスタッフゾーンを集約配置

ハイブリッド手術室(イメージ図)ハイブリッド手術室(イメージ図)

南東側から見た鳥瞰イメージ南東側から見た鳥瞰イメージ

●  救急医療センターの整備

●  手術室の拡充

●  臓器別・疾患別のセンター化

●  地域がん診療連携拠点病院としての機能強化

●  将来対応

●  感染症対策の強化

●  災害に強いライフライン

●  医薬品、給食用食材等の備蓄の充実

●  患者アクセスに配慮した駐車場等の整備

●  療養環境や患者が安心できる環境への配慮

●  患者と病院関係者の動線分離

●  分かりやすいサイン計画

●  安全なセキュリティ計画

●  省エネルギー設備の導入

●  省資源化の推進

●  職場環境の充実

●  諸室の効率的な配置

●  他職種間の連携・交流の促進

　１  救急医療拠点としての病院づくり

　２  地域中核病院としての病院づくり

　３  災害対策の行き届いた病院づくり

　４  安全・安心の病院づくり

　５  環境に優しい病院づくり

　６  職員の働きやすい病院づくり

放射線放射線放射線

手術手術手術

救急を中心とした部門配置救急を中心とした部門配置
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ヘリポートヘリポートヘリポート

▼

救急
医療センター
救急

医療センター

手術支援ロボット「ダヴィンチ」（イメージ図）手術支援ロボット「ダヴィンチ」（イメージ図）
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２　施設整備方針（２）



IN

OUT
一般車両

サービス車両
救急・感染外来車両
職員車両

主玄関主玄関▼▼
▼▼

▼▼

健診健診

小児科小児科

▼▼
救急救急

▼▼

感染感染 ▼▼

薬局薬局

▼▼

時間外時間外

土岐市役所

土岐市駅

五斗薪
スマートＩＣ

土岐ＩＣ
瑞浪ＩＣ

瑞浪市役所

瑞浪駅

建設予定地地設予定地建設建設建設建設設設建設建建建建設設予予定地地

都市計画道路

500 m資料；Googleマップ

所在地

用途地域及び地区

土岐市肥田町浅野　地内

用途地域の指定のない区域
都市計画区域内（区域区分非設定）

開発区域　約9.14ha敷地面積

容積率／建蔽率 ２００％／６０％
斜線制限 道路：勾配1.25、隣地：勾配1.25+高さ20ｍ
日影規制 ４時間／2.5時間　４ｍ
その他 法22条地域、宅地造成工事規制区域

開発許可、景観計画区域、
防火水槽などの設置、消防活動空地の確保

■計画地

10 200 50 100

■敷地条件

凡例
一般車両動線
職員車両動線
サービス車両動線
救急・感染外来車両動線



１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

５Ｆ

６Ｆ

７Ｆ

PHＦ

PHRＦ

サービス
ヤード

リニアック 監視エント
ランス

EVホール ヘリポート 救急業務用EV
病院関係者用EV（3台）

配膳用EV
感染患者用EV
健診用EV

患者用EV（3台）
【凡例】

7Ｆ：

6Ｆ：

5Ｆ：

4Ｆ：

合計 400床
104床

80床

108床

108床

消化器外科　消化器内科
整形外科　泌尿器科　皮膚科
呼吸器内科　呼吸器外科　腎臓内科
循環器内科　糖尿病・内分泌内科　血管外科　眼科
脳神経外科　神経内科　耳鼻咽喉科　歯科口腔外科
産科　婦人科　小児科
回復期リハビリ　地域包括ケア　緩和ケア

院内保育

Ｓ造/地上2階建
リニアック棟 ＲＣ造/平屋建

エネルギー
センター棟

免震ピット

病院棟
院内

保育所棟 Ｓ造/地上7階建
Ｓ造/平屋建

設備

管理部門

SPD
洗濯
リネン

医事 検査

透析

外来

外来

売店
レストラン

健診内視鏡 化学療法

中央
処置

訪問看護
居宅介護

中央倉庫

中央
材料

放射線感染 救急

病理
霊安薬剤

手術

栄養

リハビリ

病棟

病棟

病棟

病棟

病棟

病棟

病棟

SS デイルーム SS

SS デイルーム SS

SS デイルーム SS 産婦人科
外来

デイルーム SS

■面積表 ■診療科目　26科

内科　呼吸器内科　循環器内科　消化器内科　
腎臓内科　神経内科　糖尿病・内分泌内科　
血液内科　皮膚科　リウマチ・アレルギー科　
小児科　精神科　外科　血管外科　泌尿器科　
脳神経外科　整形外科　眼科　耳鼻咽喉科　
産婦人科　リハビリテーション科　放射線科　
麻酔科　病理診断科　救急科　歯科口腔外科



１階 外来患者・救急・サービス動線・玄関を明確に分離

２階 救急・病棟と緊密な連携を考慮した検査、供給部門

３階 高度治療機能と管理部門を集約配置

4階 リハビリテーションと回復期リハビリ病棟を一体化

５階 充実した産婦人科病棟

見守りしやすく看護動線の短いナーシングホール型病棟６～7階

・医事・地域連携機能を集約し、患者動線の短縮とス
タッフ業務を効率化

・一層吹抜の総合待合、エントランスホールは明るく
開放的な空間

・外来ストリートは主玄関から検査受付まで見通せる
シンプルな外来動線で行き先の視認性向上

・外来の診療科配置は内科系・外科系の枠を超えた臓
器別・疾患別の配置とするとともに生理検査部門や
放射線部門と近接させてセンター化を図る

・救急部門との連携を考慮した放射線部門配置とし、
救急業務用ＥＶまでスムーズな動線を確保

・感染症対策として感染外来、感染玄関、ドライブス
ルーの検体採取出入口を設置

・健診センター専用の出入口とＥＶを設置

・利用者環境向上のためレストラン、売店、薬局を整備

・主玄関の近くに総合受付を設け

・一層吹抜のエントランスホールは明るく開放的な空
間とするとともに患者上下階の主動線である患者用
ＥＶがの視認性を高めます。

・放射線部門は連続させた操作ホールにより作業効率
を向上させます。

・中央処置（採血・点滴）は外来からの動線を考慮
し、フロアの中央に配置します。

・外来部門はスタッフ通路をつなげることで効率性と
スタッフ間の連携を高めます。

・外来の診療科配置において内科系・外科系の枠を超
えた臓器別・疾患別の配置とするとともに生理検査
部門や放射線部門と近接させてセンター化を図りま
す。

・呼出しシステムにより、待合の場所は固定されるこ
となく、自由な場所で快適に待つことができます。

・リハビリテーションは患者の移動負担を考慮し回復期リ
ハビリ病棟と同じ階に配置

・リハビリテーションの北西側の壁は窓を設けて、回復期
リハビリ病棟から視線を通してリハビリ意欲を向上を目
指す

・リハビリテーションは明るく眺望の良い南側に配置

・４階病棟廊下の手すりは、持ち手を三角とすることで、
リハビリのしやすい環境を整備

・病棟は各病棟の出入口の扉にセキュリティーを設置

・病棟エリアとスタッフエリア間は扉にセキュリティーを
設置

・産科・婦人科の外来と病棟を集約配置することでプライバ
シーに配慮

・産科病棟に面して、陣痛室、ＬＤＲ室（2室）、手術室（1
室）を配置することで、迅速に移動しやすい計画

・新生児室、沐浴室、授乳室、面会室、ホールを設置

・全周にメンテナンス性を高めるバルコニーを配置（低コス
トなルームエアコン室外機を配置）

・脳神経外科ＳＳ（スタッフステーション）に面して重症観
察個室（５床）を整備し、スタッフの迅速な対応が可能と
なるよう計画

・患者や家族の憩いの場となるＤＣ（デイコーナー）を東西
の廊下の端部に設け、眺望に配慮（４～７階共通）

・南面に周囲の自然を見渡せる眺望の良いＤＲ（デイルー
ム）を計画（５～７階共通）

・病棟中央にＳＳ（スタッフステーション）を配置し、病
室と病棟出入口の見通しを確保

・６階の呼吸器病棟は、感染症患者の受入ができるように
陰圧個室６床を設け、受入時は陰圧個室６床を他の一般
病棟と隔離

・６階循環器病棟ＳＳ（スタッフステーション）に面して
重症観察室（５床）を整備し、スタッフの迅速な対応が
可能となるよう計画

【病室について】

・１床室は看護作業、ベッドサイドリハに対応したゆとり
あるベッドサイドスペースを確保

・４床室は各ベッド間に適切な大きさのケアスペース、各
ベッドの窓側、廊下側にプライベートスペースを計画

・患者用ＥＶや吹抜に面して外来部門を配置したわか
りやすい計画

・人工透析部門・化学療法部門は落ち着いたエリア
（フロア北西）に配置

・緊急内視鏡を考慮し、内視鏡部門は救急業務用ＥＶ
から近接して配置

・薬剤部門は迅速な投薬を可能とするため手術部門、
救急部門と救急業務用ＥＶで直結

・小荷物昇降機で病理検査部門と手術部門と直結

・栄養部門、薬剤部門、ＳＰＤ等供給部門を外部の
サービスヤード近くに集約して搬送業務を円滑化

・サービスヤードはエネルギーセンター棟と結んで業
務を効率化

・健診時の内視鏡検査を考慮し、健診センターと内視
鏡部門を隣接配置

・管理部門や手術室に関係者以外が立ち入らないよう
にＥＶホールと廊下の扉はセキュリティーを設置

・手術室は７室設け、ハイブリッド手術室を１室、ロ
ボット対応の手術室を２室（１室は将来対応）整備

・手術部門は救急業務用ＥＶからダイレクトな動線を
確保

・手術部門と中央材料部門を隣接配置し業務を効率化

・ＭＥを手術部門・病院関係者用ＥＶに近接配置し、
業務を効率化

・講堂は可動間仕切りで分割して複数の会議室として
利用可能

・職員専用のスタッフラウンジを計画し職場環境向上

・女性専用のラウンジ、談話室を設け、女性の働きや
すい職場環境に配慮

患者用EV

薬剤
栄養

外来

人工透析

化学療法

健診

内視鏡

中央材料 ME

講堂

手術
医局

事務

スタッフ
ラウンジ

精神科
SPD病理

霊安・
解剖

サービスヤード

歯科口腔外科

眼科

皮膚・耳鼻科

▼

▼▼

▼ ▼

▼

▼

放射線

核医学
リニアック

中央処置
採血

救急
感染

総合受付

外来ストリート

検体検査

売店

生理検査

レスト
ラン

医事・
地域連携

MRI

MRI

スタッフ通路
呼吸器・循環器Ｃ・消化器整形外科

外科・脳神経外科・
神経内科

発達障害
訓練

訪看

薬局

居宅

受付

受付

受付
受付

受付受付受付受付受付

職員

職員
エントランスホール

救急業務用EV

患者・
見舞客用

CTCT

感染
検体採取

救急

主玄関

▼

健診玄関

時間外

Ｎ
小児科・泌尿器科

糖
尿
病
Ｃ
・
内
科

外
来

OP5

更衣

OP6

OP4

OP3

OP2

OP1

OP7

リハビリ
テーション

SS

SS

SS

SS

SS

SS

DR

DCDC

DR

DR

産婦人科
外来

DR

DCDC

DCDC

DCDC

DCDC

DCDC

4

4

4

4

4

44特1 1
1 1 1 441

111

1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

1 1 1 1 4 1 1 4 4 4

4

4

4

4

4

1 41

受付

受付
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５　平面計画

患者用EV
【凡例】

救急業務用EV
病院関係者用EV
健診用EV

感染症対応用EV
配膳用EV

プレイルーム

1
1
1
1

1
1

111 114 4

4

OP

4

4特1

4

重症

4

4

4

4

1111

1
1
1
1

1 1 1 1

1
1
1
1

1

1
1
1
1

4

4

4

44

4 4

4

特1

4

4

11

1 11 1

1

4

44

4

4

4

4

4

4

4

1

1 1 1 1

1
1
1
1

1
1

1

1

1

1
1
1

1
1
1

重症

重症



・ベッド上の患者へ直接気流が当たらないように

　吹出し口を適切に配置

・患者から外の視界が良好となるベッド配置

・手洗いがベッド、ＷＣ、看護スペースと近い個室レイアウト

・スタッフステーションから見守りの出来る重症観察室

・患者用ＥＶ（３台）は、主玄関・時間外玄関から近く、 
分かりやすい位置に配置

・病院関係者用ＥＶ（３台）は、利便性を考慮し、建物中央
のスタッフエリアに配置

・救急業務用ＥＶは、屋上ヘリポート、薬剤部門及び救急部
門を直結し、救急医療体制を強化

・手術と病理検査を小荷物昇降機でつなぐことで迅速な検査
を可能とする

・緊急時の救急部門と手術部門の連携強化、ヘリによる患者
搬送に備え、救急業務用ＥＶに専用管制運転機能を導入

・主にスタッフ用となる屋内階段を利用しやすい建物中央に
配置し利便性を向上

■病室プラン

■昇降機械設備概要■縦動線計画

病床数
296

病床種別

一般病床

40

20

地域包括ケア病床

緩和ケア病床

44回復期リハビリテーション病床

400合計

・患者、スタッフ、見舞客、ストレッチャー等の交通量から交通計算を行い、適切なエレベーター定員、
速度、台数を決定

救急業務用EV

【凡例】
患者用EV

病院関係者用EV

感染症対応用EV
健診用EV

配膳用EV

東濃中部病院事務組合　（仮称）公立東濃中部医療センター　基本設計書概要版

６　建物概要

１.

2.

3.

工事名称

工事場所

建築主氏名（住所）

発注形態
用途地域
前面道路の種別・道路幅員
日影規制
防火地域
その他の地域・地区等
主要用途
工事種別
主体構造
基礎・地業

主たる外部仕上

工事着手予定

敷地面積
建築面積
延床面積
駐車場面積
その他容積対象外面積
容積対象床面積
駐車台数
建蔽率
平均地盤面の高さ
最高の高さ
主たる関連法規制
注意事項

設計降雨条件

地下水位

寒冷地対策

その他

建築概要

立地条件

電気設備概要

（仮称）公立東濃中部医療センター建設工事

土岐市肥田町浅野字高根1078番21の一部

新築

屋根

軒裏

法規

建築基準法
消防法 ６項イ(1)
景観法

（申請部分）
2024 年 2 月

都道府県条例
岐阜県

m2

m2

m2

m2

m2

m2

台
％
ｍ
ｍ

1 日
(申請以外部分)

法定建蔽率
法定容積率
高さ制限

用途戸数（ベッド数）

階数
支持層の深さ

工事完了予定

容積率
設計地盤面（設計GL)
最高の軒の高さ

外壁

市区町村条例
土岐市

60
200

SＧＬ－15.81～ー18.66

m2

m2

m2

m2

m2

m2

台

地上

％
％

床

m

年

許認可関係

階

(合計)

・

月

塔屋 階

日

m2

m2

m2

m2

m2

m2

台
％
ｍ
ｍ

6.

付近見取図

昇降機械設備概要

東濃中部病院事務組合 管理者 土岐市長 加藤 淳司（土岐市土岐津町土岐口２１０１番地）

都市計画区域内　（区域区分非設定）
市道　浅野陶元線　幅員10ｍ
４時間／2.5時間　　4ｍ
防火指定無し、法２２条地域
宅地造成工事規制区域、開発許可、景観計画区域
（区分　08260）病院

鉄骨造
直接基礎（地盤改良）

超速硬化ウレタン複合防水、ウレタンゴム系塗膜防水（X-1）

プレキャストコンクリートの上　耐候性フッ素樹脂クリア塗装（DPC）等

400

7 2
  

押出成形セメント版(ECP)ｔ60+耐候性塗料塗(DP)

2025 11 30

61,538.57
11,061.60
39,339.99

386.85
733.15

38,219.99
972

ー

17.98
TP+198.10

33.70

62.11
TP+198.10

33.01

開発許可

設計降雨強度

ハザードマップ情報

【 注記 】
本図の記載事項で「・」印の付いたものは、 ・  印の付いたものを適用する。

設計・施工一括方式

ALCパネルｔ100+複層塗材Ｅ吹付

建物のｴﾈﾙｷﾞｰ消費性能の向上に
　　　　　　　　　　　　　 関する法律
高圧ガス保安法
医療法

土岐市防災会議条例 

基準風速
積雪量

30ｍ/s　　（地表面粗度区分︓Ⅲ）
30cm　　　 （設計用荷重︓600N/㎡）

電力

電源設備

幹線設備

電灯設備

防災設備

その他

引込
変圧器
発電機
蓄電池
照明
動力
設備容量
基準部照明
発電機
火災報知器
非常照明
非常放送

・　地中埋設　　・　架空
・　油入り　26台　　・　モールド自冷式　  台

LED照明
保安兼用

型

業務放送兼用

単相
三相

2

3
3

1,800

回線

台

線式
線式

W

3
油:12,300

200/100
200

KV
kVA

V
V

燃料 A重油・　ディーゼル　　・　ガスタービン 1

3 Φ w 6.6

GR
LED器具（電源別置）、誘導灯(電源内蔵)

1,500 kVA/台

400 V

無停電電源設備　　　1　台（単機）　　200　　kVA/台　　　　　　　　　直流電源装置　　4　　　台

構内交換設備、構内情報通信網設備、テレビ共同受信設備、映像音響設備、ナースコール設備、誘導支援設備、
情報表示設備、監視カメラ設備、防犯・入退出管理設備、雷保護設備

排水施設︓時間雨量強度　170㎜/ｈ

ー
ー
ー
ー
ー
ー

NO.1,2,3
乗用兼車いす用 
1000kg／15人乗 

正面7 停止  （1～7 階）

幅　　1000ｍｍ

60m／min 

3台 NO.4
乗用兼車いす用 
1000kg／15人乗 

正面2 停止 （1,2 階）

1台 NO.5,7
寝台用兼車いす用 
1300kg／20人乗 

正面7 停止（1～7 階）

2台 NO.6
寝台用兼車いす用

正面8 停止・背面1停止

1台 NO.8
寝台用兼車いす用 
1000kg／15人乗 

正面7 停止  （1～7 階）

1台 NO.9
寝台用兼車いす用 
1000kg／15人乗 

正面6 停止

1台 NO.10
人荷用
1750kg／26人乗 

正面6 停止  （2~7 階）

1台

1300kg／20人乗 
60m／min 60m／min 60m／min 60m／min 60m／min 60m／min 

プレキャストコンクリート壁+耐候性塗料塗(DP)　等

61,538.57
11,061.60
39,339.99

386.85
733.15

38,219.99

高さ　2100ｍｍ

972

（1～8 階）
幅　　1000ｍｍ
高さ　2100ｍｍ

幅　　1500ｍｍ
高さ　2100ｍｍ

幅　　1500ｍｍ
高さ　2100ｍｍ

岐阜県屋外広告物条例 
岐阜県福祉のまちづくり条例 
岐阜県地球温暖化防止及び

気候変動適応基本条例 

土岐市下水道条例 

幅　　1200ｍｍ
高さ　2100ｍｍ

幅　　1500ｍｍ
高さ　2100ｍｍ

幅　　1200ｍｍ
高さ　2100ｍｍ

開口　1600ｍｍ
奥行　1500ｍｍ
高さ　 2300ｍｍ

開口　1600ｍｍ
奥行　1500ｍｍ
高さ　 2300ｍｍ

開口　1800ｍｍ
奥行　2800ｍｍ
高さ　 2300ｍｍ

開口　1800ｍｍ
奥行　2800ｍｍ
高さ　 2300ｍｍ

開口　1500ｍｍ
奥行　2500ｍｍ
高さ　 2300ｍｍ

開口　1500ｍｍ
奥行　2500ｍｍ
高さ　 2300ｍｍ

開口　1500ｍｍ
奥行　2500ｍｍ
高さ　 2300ｍｍ

群管理バックアップ運転　あり

（1,2,4～7 階）
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1床室の平面プラン

廊下

バルコニー



2022 年
1 月 4 月 7月 10 月 1 月 4月 7月 10 月 1 月 4月 7月 10 月 1 月

2023 年（Ｒ５年） 2024 年（Ｒ６年） 2025 年（Ｒ７年） 2026 年

設計設計 建築工事建築工事
開院開院

開院準備開院準備

着工 竣工

■事業スケジュール■部門別面積表

■内観パース

４床室イメージ４床室イメージ １床室イメージ（緩和ケア病棟）１床室イメージ（緩和ケア病棟）

外来ストリートイメージ外来ストリートイメージエントランスホールイメージエントランスホールイメージ

優しい見守りに配慮したスタッフステーション優しい見守りに配慮したスタッフステーション



　各棟の耐震安全性の目標は、「官庁施設の総合耐震・対津波計画規準及び同解説（令和3年版）」より表 1　各棟の耐震安全性の目標は、「官庁施設の総合耐震・対津波計画規準及び同解説（令和3年版）」より表 1

の通り設定する。耐震性能「Ⅲ類」とは、通常の建物に求められる性能であり、大地震動により構造体の部の通り設定する。耐震性能「Ⅲ類」とは、通常の建物に求められる性能であり、大地震動により構造体の部

分的な損傷は生じるが、人命の安全確保を図ることを目標とする。耐震性能「Ⅰ類」とは、通常の建物の分的な損傷は生じるが、人命の安全確保を図ることを目標とする。耐震性能「Ⅰ類」とは、通常の建物の

1.5倍の耐震性能を確保しており、大地震後も構造体の補修をすることなく建築物を使用でき、人命の安全1.5倍の耐震性能を確保しており、大地震後も構造体の補修をすることなく建築物を使用でき、人命の安全

確保に加えて十分な機能確保を図ることを目標とする。病院棟、エネルギーセンター棟、リニアック棟、車確保に加えて十分な機能確保を図ることを目標とする。病院棟、エネルギーセンター棟、リニアック棟、車

路スロープは、「災害時に拠点として機能すべき施設」に求められる耐震性能「Ⅰ類」とする。路スロープは、「災害時に拠点として機能すべき施設」に求められる耐震性能「Ⅰ類」とする。

■耐震性能

（１）架構計画（１）架構計画

・病院棟の上部構造は、平面計画の自由度が高く、十分な耐力と剛性を有するS造ラーメン構造とする。・病院棟の上部構造は、平面計画の自由度が高く、十分な耐力と剛性を有するS造ラーメン構造とする。

・病院棟は、大地震後においても手術室等の機能維持を図る必要があることから、構造形式は１階床下に・病院棟は、大地震後においても手術室等の機能維持を図る必要があることから、構造形式は１階床下に

免震装置を設置する基礎免震構造を採用する。免震装置を設置する基礎免震構造を採用する。

（２）基礎構造（２）基礎構造

・計画地は旧陶土採掘地であるため、主要部分の土岐砂礫層と土岐口陶土層は掘削消滅しており、計画地・計画地は旧陶土採掘地であるため、主要部分の土岐砂礫層と土岐口陶土層は掘削消滅しており、計画地

の東側・南側で山体を残す他は、埋戻し土に土岐砂礫を使用した盛土分布域となっている。の東側・南側で山体を残す他は、埋戻し土に土岐砂礫を使用した盛土分布域となっている。

・病院棟の基礎形式は直接基礎（独立基礎形式）を採用し、基礎底から支持層まで柱状地盤改良を行う計・病院棟の基礎形式は直接基礎（独立基礎形式）を採用し、基礎底から支持層まで柱状地盤改良を行う計

画とする。画とする。

・柱状地盤改良の支持層は土岐口陶土層及び泥岩層とし、改良長さは14m程度とする。・柱状地盤改良の支持層は土岐口陶土層及び泥岩層とし、改良長さは14m程度とする。

（３）免震計画（３）免震計画

・免震層に設ける免震装置は、通常時は建築物を支え、地震時は揺れを緩やかにしつつ建物の位置を元に・免震層に設ける免震装置は、通常時は建築物を支え、地震時は揺れを緩やかにしつつ建物の位置を元に

戻す働きを担う装置として、天然ゴム系積層ゴム支承、高減衰ゴム系積層ゴム支承、低摩擦弾性すべり戻す働きを担う装置として、天然ゴム系積層ゴム支承、高減衰ゴム系積層ゴム支承、低摩擦弾性すべり

支承を採用し、地震時に建物の揺れを抑える装置としてオイルダンパーを採用する。支承を採用し、地震時に建物の揺れを抑える装置としてオイルダンパーを採用する。

■構造計画（病院棟）

東濃中部病院事務組合　（仮称）公立東濃中部医療センター　基本設計書概要版

８　構造計画概要

図  2　地層断面図　図  2　地層断面図　

内部鋼板

被覆ゴム

フランジ

フランジ

PTFE

計画建物

盛土層（粘土室砂礫層）　Bg
土岐砂礫層　T1g

瑞浪層（泥岩層）　Mn土岐口陶土層（粘土混じり砂礫層）土岐口陶土層（粘土混じり砂礫層）
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９　設備計画

レベル 1

レベル 2

レベル 3

レベル 4

中央待合
ホール 等

検査
放射線 等

医事課
薬剤
薬品庫  等

管理
医局
サーバー 等

・災害時の病院機能維持のため、電力の２回線受電や複数台の設備機器によるリスク分散を図るとともに、主要な電気室･機械室・PS・EPSには漏水対策を施す・災害時の病院機能維持のため、電力の２回線受電や複数台の設備機器によるリスク分散を図るとともに、主要な電気室･機械室・PS・EPSには漏水対策を施す

・設備の維持管理に必要なスペースの確保や耐用年数の長い機器・材料の採用により、長寿命化を図りライフサイクルコストを低減する・設備の維持管理に必要なスペースの確保や耐用年数の長い機器・材料の採用により、長寿命化を図りライフサイクルコストを低減する

・トップランナー機種や節水型器具の積極的採用により省エネルギー・地球温暖化対策に配慮する・トップランナー機種や節水型器具の積極的採用により省エネルギー・地球温暖化対策に配慮する

■電気設備概要 ■機械設備概要

セキュリティーゾーニングイメージセキュリティーゾーニングイメージ
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